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図３．技術・家庭科を兼担する教員の主たる兼担教科の推移
（）内は従たる兼担教員数
教員が減少して、英語を兼担する教員が増加している。
３－６教科別担任教員の担任方法別割合
兼担教科も１名とした時の各教科の１校当たり担任教員数分布を表３に示した。そ‘
校当たり１名の教員で担任される割合の高い教科は音楽、美術、技術、家庭であった。
それぞれの年を通して１
と。さらに２名以上で担
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任される割合は、技術、家庭の方が音楽・美術より低かった。なお、技術、家庭をはじめ教科によっては
担当する教員のいない中学校が散見されているが、このような学校では担任教科の記載されていない非常勤
教員等によって授業が行われているものと思われる。
３－７教科別担任教員の担任方法別割合
免許を持って担任していると思われる単一担任および主たる兼担の専任教員数別の学校数分布の年次推移
を表４に示した。単一担任・主たる兼担教員のいない学校数が多い教科は音楽、美術、技術、家庭であった。
技術はその数が1983年から2004年の間にいくらかは減少したが、家庭は単一担任・主たる兼担教員のいない
学校数が多く、そのような学校は1983年から2004年の間に増加している。また、技術は単一担任・主たる兼
担教員が２人以上いる学校が全ての教科の中で家庭についで少なかった。ところで、１２学級以上の学校で専
任の単一担任・主たる兼担教員がいなかった教科は、技術は1983年の２校、1995年の１校、2004年の２校で
あった。家庭は1983年の３校（うち１校は産休)、1995年の４校(うち２校は育休)、2004年の５校(うち１校は
育休)、音楽は1983年の３校、1995年の３校（うち１校は育休)、2004年の４校（うち２校は産休と育休)、美術
は1983年の１校、1995年の２校(うち１校は育休)、2004年の１校、その他の教科では皆無であった。
本論文では、1977年、1989年、1998年の３次の学習指導要領の体制について調査したが、調査した年度の
いずれも全ての指標で技術科担任教員の配置状況は大変劣った状況にあった。この結果は指導要領の改訂が
技術科担任教員の配置に何ら影響を与えなかったことを示している。
1998年告示の学習指導要領では、完全週５日制の下で各学校がゆとりの中で特色ある教育を展開し、生徒
に「生きる力」を培わせることをねらいとして、基準の大綱化や弾力化が図られ、学校や教師の創意工夫を
加えた学習指導が十分展開できるようになっている。
このような学習内容の改訂を実施するには、その教科を担任する教員の意見交換の上に立った授業作りが
どうしても必要である。しかし、多様な意見を交換しうる２人以上の技術科担当教員のいる学校は少なく、
技術の免許を持つと推定される専任教員が２人以上いる学校はきわめて少なかった。また、技術の免許を持
つ教員のいる小規模校もわずかであった。このような技術を兼担する教員の状況から見て、兼担教員が技術
科に積極的に取り組むことはなかなか困難なように思われる。家庭科の調査であるが、免許を持たない教科
に対しての積極的な意欲の生じにくさ、教材研究に要する負担の大きさゆえの余裕のなさ、授業の充実度の
少なさなどの問題点については既に報告されているところである5)6)。ところで、新しい教材を開発して授業
を試みるには大学時代に専門的な知識Ｐ能力を習得しておくことが望まれることはいうまでもないが、２００４
年学習指導要領を円滑に実施するには、技術科免許を持つ教員が２人以上配置され、かつ新しい授業を検討
する中心となる学校を増やし情報発信すると同時に、小規模校にも技術の免許を持つ教員をもっと配置する
ことが望まれる7)。
３－８各教科の学習指導要領に定める授業時数比と教員数比
表５．学習指導要領に定める授業時数の教科間比と単一担任および
主に兼担する教科ごと教員数の教科間比との比較
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藏曇箪両鍔鰄鵠爾雑話銭 攻の大ｲ面と小ｲ直の、′血
員数比率は、技術担任・家庭担任を合わせた教員数を２としたときの比率を「技家」、技術科担任の教員数を１とした
ときの比率を「技術」として表した。
塗木利明・曽我稚比児8０
技術科教員の配置状況の妥当性を検討するために、各教科の免許を持つと推定される教員数の比率と標準
授業時数の比率との比較を表５に示した。技術・家庭を１教科としたとき、技術科教員と家庭科教員の和に
比べてその他教科の教員数は必ずしも多くはない。技術・家庭を二分して技術を１教科としたときには、技
術科教員数の比率は標準授業時数の比率より大きくなっている。これは、家庭科教員が技術科教員より少な
いことによるものである。数学は、学習指導要領改訂の度に標準時間数の比に対して教員数の比が上昇し、
2004年には標準授業時数の数値よりも大きくなっている。反対に、家庭は改訂の度ごとに標準授業時数の割
合に対して減少しているのは問題である。授業時数に比例した教員数で配置した場合、最も授業時数の少な
い技術、家庭は、専門的知識を持った免許教員を十分配置できず、新しい授業の試みが困難になりやすいこ
とは既に述べたとおりである。学級・学年・教員の編成などに関する事項は、基本的には前掲の義務標準法
に規定される面が多いが、教職員定数は総定員数のみしか示されていないので、限られた枠の中でどの教科
の教員を配置するかは結局、地方自治体・各学校及び所属教員の教科間等が反映される事になる。関係各所
各人にはもう一度以上のような技術科の現状を考慮の上教員配置を願いたい。同時に技術科教員の養成に携
わる者も、学生に可能な限り技術科以外にも複数の教員免許状の取得を勧めると同時に、実力を付けて中学
校教員に志望するよう強く働きかける事も含めて、技術科担当教員の状況を改善する働きかけが必要であろ
う。また、技術科教員の研修の保障と官民関係諸機関による研究会や研修講座での再教育も創意工夫を加え
た学習指導を実践する上で必要であると考えられるが今後の課題であろう。
４．要釣
岡山県教育関係職員録を資料として、中学校技術科担任教員の状況について解析した結果、次のことがわ
かった。
１）中学校技術科は、技術の教員免許を持たないと推定される教員の兼担によって実施される割合が高く、
小規模校ではこのような兼担の割合がきわめて高かった。
２）2004年度に技術を兼担する教員は、理科・数学・体育・社会を主とする教員で全体の78.6%を占め、教科
内容の近い理科・数学や内容が－部関連する社会で64.3%を占めていた。
３）2004年度に技術の教員免許を持つと推定される技術科担任教員が２名以上いる学校は、全教科中で家庭
に次いで少なかった。
最後に､本研究は馬路泰蔵｢中学校家庭科の担任教員の状況」日本家政学会誌ＶＯＬ45,No.５，pp437～445(1994）
を参考にさせて頂きました。ここに感謝致します。
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